
‐資料聰 鶏
平成 27年度川口地域委員会

第 2分科会 検討状況について

1 検討テーマについて

当初のテーマ 「1日泉水小学校の活用について」

⇒新たなテーマ 「若い人たちが安心して子どもを産み、育てられる環境とは?」

※旧泉水小学校の活用を検討する中で、川口地域では少子化や人口減少が大きな

課題であることを再認識し、それを踏まえた検討テーマを再設定した。

2 分科会の体制

○分科会長 星野 晃男  副分科会長 星野 志津代

○分科会委員 小宮山 正久、丸山 清、真島 文子、広井 淳一

計 6名

※支所関係課として市民生活課が出席

3 分科会の開催状況

4 分科会の検討内容

別紙  「第 2分科会の検討状況」のとおり

分 科 会 等 開 催 日 会 場・場 所 内 容
委 員 の

出席 数

6月 18日

○正副分科会長の選任

○分科会の活動計画について

○検討テーマについて

第2回分科会 8月 6日

川 回公民館

泉 水 分 館

(旧 泉水小

学校 )

○旧泉水小学校の見学と現況の把握

○今までに検討された内容について

○意見交換

小 国 地 域 の

視察・地域委

員 会 交 流 会

8月 28日
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おぐにコミュニティセンターの視察

及び小国地域委員会 との交流会を開

催 (交流会は川 口で開催 )

地域委

員 9名

10月 9日

○第 2回及び視察の振り返り

○活用方法の検討

保育園、コミュニティセンター

11月 13日

○今までの検討状況について

○これからの進め方について

新たな検討テーマの設定

第 1回分科会 ・支 所

支    所 6名

1第 4回分科会 支 所 名
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